
 

 

 

 

 

 

〇「ふるさと樹海に誇りをもち，地域・社会に貢献できる人材の育成」を 

共通テーマに，樹海小・樹海中の教育活動を進め続けます 

 【第二回準備協議会での協議事項】 

１ 共通テーマについて 

・総括部会では，テーマである「ふるさと樹海に誇りをもち，地域・社会に貢献できる人材」を 

育成するため，学校・地域・家庭のそれぞれに何ができるかを今後考えていくということを確認

しました。その中で，「重点をおいて育成する資質・能力」については次のように設定しました。 

 

 

 

 

 

   令和 4 年度の義務教育学校開校に向けて設定した，令和 2 年度のグランドデザイン(目指し

ている姿)については，裏面をご覧ください。 

 

２ 各部会からの提案事項について 

 〔総務部会〕 

  〇義務教育学校施設設備内容について～教育委員会担当者より(主な樹海小の改修内容) 

   ➀普通教室 3 室，ランチルーム増設…小学校裏，トリムの広場の一部分に増設します。職員

室横から渡り廊下で移動します。 

   ➁多目的トイレの増設…男女トイレとは別に，車椅子で入ることができるトイレを 1 か所，

増設します。 

   ➂コンピューター室を図書室に，図書室を保健室に改修…小型で持ち運びできるタブレット

ＰＣは無線でつながっているため，どの教室でも使うことができ，コンピューター教室が

不要になります。また，現在の保健室では狭くベッド数も少ないことから改修し，ベッド数

を増やします。 

 〔学校運営部会〕 

  〇学校行事，学習規律，学習内容について(主な検討内容) 

   ・学校行事について…学芸会・学校祭は，令和３年度から９月 2週目に同日開催(午前：小学

校 午後：中学校)をする方向で計画しています。入学式は小１，卒業式は中３のみ行う方

向で進めています。 

 〔生活安全部会〕 

  〇児童生徒の心得，生活目標について(主な検討内容) 

   ・樹海小，樹海中学校として，登下校や学校生活の基本的なルールの統一を検討しました。 
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樹海小学校(27-2307) 

〇基礎的・基本的な知識や技能を身につけ，活用できること 

〇問題解決の力を育て，課題を見いだし解決に向けて取り組むことが出来ること 

〇自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，自分と異なる意見や立場，生命，自然環境を

大切にできること 



【樹海小・樹海中共通テーマ】

第三回準備委員会は

３月３日の予定です。

1/30 第二回準備委員会の様子

［重点を置いて育成する資質・能力］
○基礎的・基本的な知識や技能を身につけ，活用できること
○問題解決の力を育て，課題を見いだし解決に向けて取り組むことができること
○自分の考えや意見を相手に伝えるとともに，自分と異なる意見や立場，生命，
自然環境を大切にできること

「よりよい学校教育」とするために（令和２年度の方策）
（学校）

○９年間（小学校６年間，中学校３年間）を見通し，育てる「資質・能力」を
明確に示した教育課程の整備と実施

○一人一人の児童・生徒の個性や状況，特性に応じた指導の充実（ＩＣＴ活用
を含む）

○「地域で学ぶ」「地域から学ぶ」「地域と学ぶ」指導の実践，工夫
○小学校，中学校教諭，それぞれの専門性を生かした指導の充実，体制の工夫

（家庭）

○(今後，各家庭で何ができるかをPTAで集約し，その中から決定します)
（地域）

○(今後，地域で何ができるかをCS協議会で集約し，その中から決定します)
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